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■世界大学ランキングの現状と問題点
◆ビブリオメトリクス指標の偏三

◆編集方法やデータの信頼性

◆個々の大学に特徴的なミッションや個性

■ビブリオメトリクス指標の研究戦略策定への活用における

問題点
◆研究領ktと大学組織

◆高等教育行政 大学のガバナシス

田大学の機能分化に向けて:Towards Mにsbn DtterenSal
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口 Requesi for a revision ofthe assessment methods used by

Thomson Reuters forthe Times Higher Educat10n(THE)ヽ コVor d

University Rankings

◆ The ranking oF cit9jons besed on either citatlons per faculty or citahons per

paper represent trvo fundamenta v ditterent havs of thinklng、 vith regards to

academic instltujonsi ars the inshtutlons to be vic、 ved as an aggregaHoぃ of their

reseorchers or as an aggregaHon ofthe papersthev have producedP /ve be eve

that tho corr● ct appr。。ch isto bose the citojons ranking oぃ citajoぃ s per facult,

◆
　
◆

as has beoぃ the pracSce in the past

Vヽe req口 est a revision oす the method used for regional modincatl。 ぃ

WVs r● quest tho di,closure if the ra、vn口 mer cal data us● d to colculate rhe citatloぃ

impact scoreすor the various research nelds at each univerttty

10
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基準別評価ポイント2011‐2012基準別評価ポイント2010‐2011
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■

■

ユーザは どの大学がベストかよりも どのコースが自分に最適なのかを知りた
がつている

評価を受ける主体 (大学 研究者)にとつては 何をアピールしたいかを訴えるこ
とのできる余地はなく過度に受動的な評価
リーグ テーブルのパフォーマンスと大学の政策との間の草し韓
● 教育や学習環境の充実という より重要な活動への取り組みよりも ランキングの順位を上げる
承面的な活動に走らせがちになる

大学の個性を活かすための評価になり得ているか
0大字 よM古笥o口 D To「enHJ(差異化 多様化)の方向に向かうべき
0画―的な評価軸に基づいてすべてが同じような大学になつてしまうのではないか
0個々の大学の有する特徴や特殊性 研究分野ごとの研究成果の生産性や発表手段の相達に
関する事情を無視 各国に固有な学会活動を瓦解させかわない

■ ビブリオメトリクス指標 (書話データベース)への過度のな存
● 実績と評価の間の軋諜

● 書誌oBから拾える信相性の高い指標■研究力評価のための妥当な指標
0母数の不整台による指標の歪み (例 てにa、。ぃs/わ cuにy)



学術分野の多様性と適正な発展

◆認められ引用されるに至るまでのタイムラグ

◆5カ年の間に引用される論文しか評価の対象にならないのでは 大きな成果の
芽を摘み取るた険性を争む

被引用率の低い論文は書くべさでないという指導方針をとらざるを得ない

◆量の指標もその大部分が査読を経て者名論文に採択なった論文の数であり
研究の質を十分反映した指標になつているはず

論文あたりの被引用数の平均値

◆平均値が意味をもつてくるのはもとのCtaHoぃの分布が正規分布を呈しているこ

とが前提 しかし 現実には ctatoぃ まその性格上 論文を母集国にとった場
合に正規分布にはならす ベキ乗分布になるのが通例

◆平均値には意味がない

◆「マルチ安打」より「ホームラン」を狙う

インパクトの高い論文数 (論文の様,用回数が各分野で上位10%に入る論
文)が論文の質評1面指標としては妥当か



■首

◆ 学での研究成果が適正に評価され それに基づいて研究の戦略策定
反映される仕組みの欠如

●科学を実践する主体である大学側のみならず,大学へのファンディング
を行なう側においても同様である

0日本の大学における研究プロファイルとして,いかにそれが優れている
かを世界に対して伝えていくことの必要性

◆日本の大学においては大学ランキングヘの関心が必ずしも高くなく,マ
ネジメントスタッフレベルでの意識改革が求められる

■ 問題点

◆ビブリオメトリクスに基づく研究分野毎の大学の研究力評価

●研究領域 vs大学組織の乖離 (大学一部局―研究者個人)
●既存の学術分野を超えた学際的な新領域の評価

景

大
に



京都大学各部局の教員数と研究分野比率
(20115の部局長照会結果)
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大学の機能別分化の促造と大学問ネットワークの構築について

大学の機能別分化について

(Ⅲ )機能別分化の必要性

O 大学が有する機能としては
0世界的研究 教育拠点
②百康専門職業大案成

③幅広い職葉人姿成

④総合的教養教育

0特定の専門的分野 (芸術 体有等)の教育 研究
⑥地域の生涯早習検会の拠点

OAt会貢献機能 (地域貢献 産学官連携 国際交流宰)
の七つに大別される (平成17年の中教審「将来像答申Jよ り)。

各大学はこれらの機能の全てではなく 一部を保有するのが通例。



従来の世界大学ランキングの短所を克服

● 1可をもつて評価を受けたい力Vこついての技評価者側からの自由FyFが_切反映されす 画
―的な評価に基づくn瞑位付けであった 大学の個性の長矢

◆ランキング順位からだけでは 被評価者側では 何を改善すればよいかのフィードバック
が得られない

◆進学や留学を目指す学生にとつて 自身の目指したい進路に合わせた大学を見いだすこ
とが困難

参カロ型 対言型の大学評1面を実現

◆評価を受ける側の大学よ 寅動的ではなく個々の個性や存立意義を主張できる主体性
をもつた評1面を受けられる

カスタマイズされた評価システム

●個々の目標に合わせた評価結果を得ることで 自大学の目標 計画 実態を見直す機会を
提はし 個々の大学の改善に向けた主体性を弓さ出す

大学行政に係る政策決定や予算配分策定における評価の透明性 説明責任への

貢献



■ 世界大学ランキングの現状と問題点

■ ビブリオメトリクス指標の研究戦略策定への活用における問題点

■ 大学の機能分化に向けて:Towards Mも笥on D fFerenHa

日本発の世界大学ランキングは中

◆ 国内外への学会活動への文献

●社会に向けた大学からの情報発信

●産 官 学 社会による人材育成の実際

● 国lF社会 地球社会への貢献

◆個性ある研究 オンリーワンの研究 イタベーション

● 才能の集中 地域社会からの評価

● 大学におするガバナンスの実際

◆ ~十 …



日 本講潰の内容は RUll世界大学ランキング検討会での議論を参
考にしています 同検討会に参加された方々 ならびに本学国際
交流推進機構渡部由紀助教 欧州の最新の1吉報をご提供頂きまし
た山田直氏 (東京大学総長室アドバイザー)に深謝申し上げます

ご清聴ありがとうごいました


